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エルムの文化誌
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星野 勝利

吉野の桜､隅EflHlの桜､大阪造幣局の桜､ポトマック川畔の桜｡日本人にとって､

桜は､国を代表する花であり､樹である｡国q)紋章はもちろん菊の花｡しかし､社

会や文化の中で桜が占める比重はきわめて大きい｡桜に対する思いの深さは､うた

の世界でも顕著である｡

世の中に絶えて桜のなかりせば 春の心はのどけからまし 業平

たくひなき花をし枝に咲かすれば 桜に並ぶ木ぞなかりける 西行

敷島の大和ごころをひと問わば 朝日に匂う山ざくら花 宣長

19世紀半ばの1842年､イギリスの作家ディケンズは､新興国アメリカを訪ねる｡

コネチカット州ニュー.＼イブンの町で街路樹の並ぶ美しい風景を眼にする｡街路樹

は､通りをはさんで､町と田舎がやさしく融和しあっている姿を示していた｡さな

がら r旅の途上で出会った二人がたがいに手をきしのへ にこやかに握手している

かのような眺め｣であった｡その街路樹は､エルム (ニレの樹)であった｡

アメリカ東部､とりわけニューイングランド地方では､エルム石封胡 rJな樹である｡

街路樹としてなじみのもの､というだけではない｡樹そのものに対する人々の愛着

度でも､他の樹に勝るものがある｡日本でいえば､さながら､桜である｡いたると

ころで植えられ､歌としてうたわれ､生活や文化と一体化したもの｡ディケンズが

眺めたェルムの並木は､地元の詩人NadlanielParkerWillhによれば､さながら自然

の聖堂のような世界であった｡

...anunhew cahedral,hwh岱eChoirs

BrEX=ZXBSandstorm血nds,anddiemanybirds

Joinrdinthevariedanthem.

ボストン近郊の湖畔の森で生活したソーローによると､ニューイングランド地方
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でしばしば遠望されるエルムの大樹は､一種の ｢田園詩｣(idyLlicFXm)である.近

くに村や人家があることを示唆するだけでなく､そこで送られている家庭生活をも

想像させる｡｢朝日に匂う山ざくら花｣は ｢大和ごころ｣を示唆した｡空に向かっ

て吃立するエルムも､生活や文化の表象となるOマサチューセッツ州シェフイール

ドのエルムは､シェフイールド･エルム (ShefneldElm)として地元の人々に親しま

れた｡18世紀頃からは街の集会場として使われる｡やがて､ある夏の日､白装束の

子どもたちが歌を口ずさみながら､その巨樹の周りを回ることになる0

FatherofelTTS!longmayyoustand,

Ajoyandwonderinotjland;

Arallyingsrx)tformeetmggay,

Wi血srx5eChandsongonasummer-sday,

植民地時代以来ニューイングランド地方で親しまれたエルムは､アメリカ全土に

拡がる｡自然と文化のインターフェイスとして､1920年代には､約2500 万本のエ

ルムが合衆国全土を覆ったという｡その後もその数は増し続け､エルム ･ストリー

トということばもなじみのものとなっていく｡｢街の中の田舎｣(W由以he)として

人々に憩いと安寧の空間を提供していく｡

このように親しまれてきた国民的樹木エルムにも､やがて運命の時が訪れる｡ニ

レ立ち枯れ病(Dutchebnゐeme)が突然襲いかかり､1960年代にはアメリカ全土で約

三分の一のエルムが死滅する｡1980年代までには7700 万本のエルムが失われたと

いう｡この事態を､どう打開するか｡目下､さまざまな取 り組みが､合衆国全土で

試みられている｡

エルムにまつわるこのような事情を､本書は詳細に語ってくれる｡全8章の第1

章は､白人入植者のエルムに対する思いについてくわしい｡｢エデンの森｣として

の新世界に入った入植者たちは､そこでエルム 紬 LLfamericm7a)の勇姿を眼にす

る｡インディアンの焼き畑農業の犠牲となる事を免れたこの樹は､旧世界のそれよ

りも､背丈が高く､見た目も優美であった｡屋根葺き用材､食器材､カヌー用材､

樹皮を使ったロープ､樹皮をすりつぶした止血剤｡インディアンにとってこの樹は

役に立つ樹であった｡白人入植者たちはしかし､用途の少ない｢くず木｣(b.ash臨 )

とみる｡ただし､適度に日光を通すその樹形から次第にその役割が認知され､作物

に障害を与えることの少ない樹し区画を示す墳刑臥 家畜用の日除の樹として､次

第に重宝がられ､母国イギリスでオークやエルム(thnLLSpmCera)を愛していた入植

者たちにとって､格好の代替樹となる｡かくして､コネチカット川流域などでは､
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川べり､農地､宅地の庭などで､ピクチャレスクな美しい姿を数多く提供すること

になる｡夕陽に輝くエルムの樹臥 ヤンキー ･パストラリズム (YhkffPaStOralism)

の典型として､トマス･コールなどハドソン･リバー派の画家たちが好んで描く構

図とも声る｡さながら､ニューイングランド版 ｢朝日に匂う山ざくら花｣である｡

第1章がェルムの地域文化誌とすれば､第2章は親謝 ヒ誌､あるいはコミュニ

ティ文化誌である｡入植者の郷愁を刺激するエルムは､個々の家庭に入り込む｡新

築の家の陽よけの樹として､避雷針として､結婚記念樹として､さらには家族の交

遊の記念樹として植えられる｡ホ-ソーンの 『七破風の家』(7年 HoLLSeOfShAm

Gab桓)は､ボストン近郊セイレムの街の旧家ピンチヨン家の物語である｡この家の

軒先にも見事なェルムが茂っている｡先祖によって植えられたエルムは､■樹齢 100
年になんなんとする巨木である｡

Ithadbeenplmtedbyagreat-grandsonofthefTmtPyncheon,and,dlOugh nowfolmCOre

yearsofage,orperhapnearerahundnd,WおSb'uinitssbDngandbroadmaturity,avowing

itsshadowfromsidetosideofdleStreet,OVertOPPngdleSevengables,andsw甲Plngthe
■

wholeblackroofwithitspendentfoliage･Itgavetxautytotheoldedirlα ,andseemedto

makeitapartofnature･

家庭のシンボルはコミュニティのシンボルとなる｡マサチューセッツ州ビッツフ

ィールドの町の中心部には､巨大なェルムP紐sBeldElm)が茂っていた｡町の歴史は､

このエルムを眼にした入植者たちカ洞 りに家を建て始めたことに始まる｡以後この

エルムは､共有財産として保護され､集会の場､儀式の場となっていく｡似たよう

なケ｣スは他にも少なくない｡ボストン･コモンのエルムは､対英独立戦争をくく

り抜けた ｢自由の樹｣ (TreeofLibdy)として愛され､プロビデンスのエルムも､ハ

ーバード大学キャンパスのエルムも､それぞれの歴史を抱える｡ニューイングラン

ドでは､コミュニティの中)C膚即こ教会が位置することが少なくない｡教会とエルム｡

ここに､もうひとつのニューイングランド的構図が生まれる｡聖なるものの表象と

してエルム､インディアンのトーテム的役割を持つエルム､旧世界の春祭りのメイ

ポール (mayrx'le)としてのエルム｡第2章はこれらのことを､写真資料を添えて教

えてくれる｡

第3章はr歴史証刃凱 rmewtnesTree)として社会を見つめてきたエルムq)話｡

スプリングフィールドのエルム､ボストン･コモンのエルム､ニューへイブンのエ

ルム(払njaminFrahklinElm)､ケンブリッジのエルムOWashingtonElm)O続く第4章は

｢ェルム･ストリート｣形成史､そして環境意識の目覚めと都市計画への胎動｡第
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5章はマサチューセッツの寒村シェフイールドで始まった｢ツリー･ビー｣叩･∝h )

について｡すなわち､一人一本エルム植馳 veryoneanAn eriC肌e叫の運動､これ

が契機となる村おこし､その妻詰り化､エルム協会の創設､そして文人や画家たちと

の関わり｡第6章はこの名田瓶 ニューハンプシャーのキーンとポーツマス､コネ

チカットのニューへイブンとマサチューセッツのケンブリッジのケース､そして､

功労者ジェームズ ･ヒルハウスとジェームズ ･へイワードのこと｡なぜエルムはか

くも愛されるのか｡第7章は文明化 ･都市化の歴史がこの秘密を解くカギであるこ

とを示す｡最終第8章は待ち受けていた悲しい出来事｡突然襲った恐ろしい病害と

生々しいその実態｡エピローグは復活を願うさまざまな取り組みの紹介O新種育成

を目指す科学者たちの取り組み､防止薬物開発の努力､そして次代を担う若者たち

の植樹プログラム､等々｡これが本書のおよその概要である｡

アメリカ合衆国の紋劃i)＼クトウワシ (baldeagle)である｡植物ではなく物 で

ある｡動物が象徴的役割を果たす例は､日常的にもしばしば目に触れる｡しかし植

物の出番も､ないわけではないC合衆国では各州で定められた州木がある｡ニュー

イングランドの場合､メイン州はマツ (whitepine仕ee)､ニューハンプシャーはシラ

カJVwhitebid)､バーモントはメイプル(S喝armaple)､ロードアイランドもメイプ

ル(redmaple)､コネチカットはオーク(whiteoak)である｡そして､マサチューセッツ

は､エルム(An edc肌elm)である｡

エルムはマサチューセッツの州木である｡この州木の果たす役割は大きい｡日本

でおそらく桜が菊に勝るように､合衆国では､エルムがハクトウワシに勝ることも

ありうる｡植民地時代以来､エルムに対する人々の思いは深い｡とりわけニューイ

ングランドの人々にとって､この思いにはきわめて熱いものがある｡

Fromq■adletograve,elm触 borealeVeryidentityoftheNewbglmdpeople.

ニューイングランドの文化誌としてのエルム｡空に向かって枝を広げる大樹には､

人々を魅了してやまないオーラがみなぎっている｡

OTaleUniversityPress,2〔X刀,xi+228pp･)

(岩手大学教育学部英語教育講座)




